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前
回
（
本
誌
七
二
号
、
連
載
上
）、
私
は
安
倍
晋
三
政
権
期
の
北

方
領
土
交
渉
と
の
比
較
か
ら
、な
ぜ
沖
縄
返
還
交
渉
の
際
に
は
政
府
・

与
党
内
の
方
針
が
一
致
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
佐
藤
栄
作
首
相
の
政

治
ブ
レ
ー
ン
に
注
目
し
な
が
ら
論
じ
た
。
そ
の
際
に
特
に
、
沖
縄
基

地
問
題
研
究
会
（
以
下
、
基
地
研
）
が
、
沖
縄
の
「
核
抜
き
・
本
土

並
み
」返
還
に
反
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
厳
し
い
声
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

外
務
省
と
情
報
や
書
類
を
共
有
し
て
い
た
点
に
着
目
し
た
。
こ
の
点

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
号
で
も
佐
藤
首
相
の
政
治
ブ
レ
ー
ン
た
ち
の

動
き
を
た
ど
る
。

久
住
忠
男
の
「
核
抜
き
」
返
還
案

　

二
〇
二
〇
年
の
夏
に
私
は
、
基
地
研
の
座
長
だ
っ
た
久
住
忠
男
の

口
述
記
録
を
編
集
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
な
か
で
当
時
の
久
住
の

沖
縄
の
核
兵
器
撤
去
に
対
す
る
思
い
を
知
っ
た
。
久
住
は
一
九
八
一

年
に
毎
日
新
聞
の
取
材
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
た
。

 

「
沖
縄
の
核
抜
き
本
土
な
み
の
主
体
性
は
、
官
邸
外
交
で
し
た
。

外
務
省
首
脳
は
、は
じ
め
核
つ
きfree use

〔
自
由
使
用
〕で
あ
っ

た
。
そ
う
で
な
い
と
か
え
し
て
く
れ
な
い
と
い
う
情
勢
分
析
だ
っ

九
州
大
学
准
教
授

中
島
琢
磨

な
か
し
ま　

た
く
ま　

二
〇
〇
六
年
九
州

大
学
大
学
院
法
学
府
博
士
後
期
課
程
修

了
。
博
士
（
法
学
）。
専
門
は
日
本
政
治
外

交
史
。
著
書
に
『
沖
縄
返
還
と
日
米
安
保

体
制
』『
高
度
成
長
と
沖
縄
返
還 

一
九
六
〇

～
一
九
七
二
』
な
ど
。

外
交
極
秘
解
除
文
書
連
載

⑦

復
帰
五
〇
年 

沖
縄
「
核
抜
き
・
本
土
並
み
」
返
還
へ
の
道
程

佐
藤
首
相
を
動
か
し
た
政
治
ブ
レ
ー
ン
（
下
）

ーー
官
邸
と
外
務
省
を
媒
介
し
た
「
基
地
研
」
の
存
在
感
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た
。
官
邸
外
交
は
木
村
〔
俊
夫
〕
さ
ん
中
心
で
、
そ
の
方
針
を
佐

藤
さ
ん
は
認
め
た
。核
抜
き
本
土
な
み
の
原
動
力
は
官
邸
で
し
た
」

（『
ア
ジ
ア
時
報
』
二
〇
二
〇
年
九
月
号
）

　

こ
の
よ
う
に
久
住
に
よ
れ
ば
、「
核
抜
き
」
つ
ま
り
沖
縄
か
ら
の

核
兵
器
の
撤
去
に
主
体
的
に
取
り
組
ん
だ
の
は
木
村
俊
夫
官
房
長

官
ら
首
相
官
邸
で
、
外
務
省
幹
部
は
「
核
つ
き
」、
つ
ま
り
核
兵
器

の
存
置
を
認
め
な
け
れ
ば
沖
縄
の
復
帰
は
で
き
な
い
と
い
う
立
場

だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
久
住
は
、
首
相
官
邸
内
に

設
置
さ
れ
た
沖
縄
問
題
等
懇
談
会
（
以
下
、
沖
懇
）
に
参
加
し
て

い
た
一
九
六
七
年
九
月
に
、「
沖
繩
返
還
と
基
地
の
取
扱
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
私
案
を
作
成
し
て
い
た
。
こ
の
な
か
で
久
住
は
以
下
の

案
を
出
し
て
い
た
。

・
沖
繩
基
地
に
配
置
さ
れ
る
核
兵
器
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
が
従
来

と
っ
て
き
た
核
政
策
の
基
本
に
基
づ
き
、
ま
ず
、
メ
ー
ス
Ｂ
基

4

4

4

4

4

地
の
撤
去
を
求
め
る

4

4

4

4

4

4

4

4

。

・
施
政
権
返
還
準
備
な
ら
び
に
基
地
整
理
の
円
滑
を
期
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

た
め

に
、
日
米
間
に
特
別
の
合
同
協
議
機
関
を
設
け
る
。（
傍
点
筆
者
）

（「
オ
ン
ラ
イ
ン
版 

楠
田
實
資
料
（
佐
藤
栄
作
官
邸
文
書
）」）

　

し
か
し
、
二
ヵ
月
後
に
行
わ
れ
た
六
七
年
一
一
月
の
日
米
首
脳

会
談
で
は
、
と
て
も
核
兵
器
の
今
後
の
問
題
に
つ
い
て
日
本
側
が

提
案
で
き
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
。
久
住
の
前
記
の
案
は
、
沖
懇

で
は
審
議
未
了
扱
い
と
な
っ
て
お
り
、
久
住
は
そ
の
こ
と
を
不
満
に

思
っ
て
い
た
。
他
方
で
、
外
務
省
北
米
局
長
の
東
郷
文
彦
の
回
想
録

を
見
る
と
、
沖
懇
に
つ
い
て
は
、「
と
も
す
れ
ば
抽
象
的
な
応
酬
を

繰
り
返
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」（『
日
米
外
交
三
十
年
』
中
公
文
庫
、

一
九
八
九
年
、
一
二
八
頁
）
と
、
随
分
あ
っ
さ
り
と
し
た
書
き
ぶ
り

で
あ
る
。
久
住
の
所
属
し
た
首
相
官
邸
側
の
沖
懇
と
、
外
務
省
幹
部

と
の
間
に
は
、
政
策
面
で
も
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
心
情
面
で
も
溝
が

生
じ
て
い
た
よ
う
だ
。

議
論
共
有
の
場
が
続
い
た

　

一
九
六
八
年
に
入
り
、
沖
懇
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
審
議
未
了
と

な
っ
た
基
地
問
題
を
検
討
す
る
た
め
、
新
た
に
基
地
研
を
立
ち
上
げ

た
。
基
地
研
の
設
置
に
動
い
た
の
は
、
沖
懇
の
座
長
だ
っ
た
大
浜
信

泉
元
早
稲
田
大
総
長
で
あ
る
。
沖
縄
初
の
名
誉
県
民
で
あ
る
山
中
貞

則
衆
議
院
議
員
は
、
八
重
山
出
身
の
大
浜
の
こ
と
を
、
沖
縄
と
本
土

に
架
け
る
「
心
の
橋
」
だ
と
評
し
た
。

　

基
地
研
に
は
多
彩
な
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
た
。
事
務
局
長
に
は
、

沖
縄
の
復
帰
運
動
の
担
い
手
だ
っ
た
、
南
方
同
胞
援
護
会
の
末
次
一

郎
が
就
任
し
た
。
外
務
省
の
基
地
研
に
関
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
は
、
末

次
の
名
で
作
成
さ
れ
た
、
基
地
研
の
毎
回
の
案
内
状
が
綴
じ
ら
れ
て

い
た
。末
次
は
案
内
状
を
外
務
省
に
も
送
り
続
け
て
い
た
の
だ
っ
た
。
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ま
た
末
次
は
こ
の
年
、
沖
縄
へ
現
地
調
査
に
行
っ
て
い
た
が
、
そ
の

報
告
書
を
外
務
省
の
千
葉
一
夫
北
米
課
長
に
も
届
け
た
。
末
次
は
千

葉
に
送
っ
た
直
筆
の
手
紙
の
な
か
で
、「
御
参
考
の
た
め
、
二
部
同

封
し
ま
す
（
局
長
に
も
と
思
っ
て
）」
と
書
き
添
え
て
い
る
。
つ
ま

り
末
次
は
、
東
郷
文
彦
北
米
局
長
に
も
報
告
書
を
送
り
、
自
分
の
経

験
を
共
有
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

　

千
葉
課
長
本
人
も
、
か
ね
て
よ
り
基
地
研
へ
の
参
加
を
要
望
し
て

お
り
、
末
次
に
参
加
の
希
望
を
伝
え
て
い
た
。
そ
し
て
末
次
の
斡
旋

で
、
千
葉
は
五
月
二
二
日
の
第
四
回
会
合
に
参
加
し
た
。
こ
の
日
は

千
葉
だ
け
で
な
く
、
木
村
俊
夫
官
房
長
官
、
楠
田
實
首
相
秘
書
官
、

山
野
幸
吉
特
別
地
域
連
絡
（
特
連
）
局
長
も
参
加
し
た
。

　

こ
う
し
て
基
地
研
は
、
首
相
官
邸
・
外
務
省
・
民
間
の
専
門
家
の

三
者
が
集
う
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
末
次
と
い
う
大
物
の
存
在
や

千
葉
の
熱
心
な
行
動
な
ど
、
属
人
的
な
要
素
が
重
な
り
、
首
相
官
邸

と
外
務
省
幹
部
と
が
、
議
論
を
共
有
す
る
場
が
で
き
て
い
た
。

　

議
論
の
中
身
も
具
体
的
で
あ
る
。
こ
の
日
、
木
村
俊
夫
官
房
長
官

が
返
還
外
交
の
あ
り
方
に
つ
い
て
千
葉
課
長
に
尋
ね
る
と
、
千
葉
は

「
対
米
交
渉
目
標
は
政
治
指
導
部
が
確
立
す
べ
き
」
と
言
っ
た
う
え

で
、
続
け
て
「
到
底
実
現
し
そ
う
も
な
い
目
標
を
か
か
げ
る
な
ら
、

交
渉
失
敗
の
後
に
ど
う
す
る
か
も
し
っ
か
り
決
め
て
貰
わ
ぬ
と
実
務

者
は
困
る
」
旨
を
発
言
し
た
。

　

さ
ら
に
木
村
長
官
は
、
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
議
会
議
員
な
ど
の
啓
発

を
要
望
し
て
千
葉
課
長
に
所
見
を
尋
ね
る
と
、
千
葉
は
「
日
本
問
題

は
米
国
で
は
世
論
や
議
会
で
は
な
く
政
府
・
軍
部
内
の
少
数
の
日
本

専
門
家
が
切
り
盛
り
し
て
い
る
の
が
現
実
」「
如
何
な
る
大
統
領
も

彼
ら
〔
政
府
・
軍
部
内
の
少
数
の
日
本
専
門
家
〕
の
意
見
を
聞
か
ず

し
て
は
日
本
に
つ
き
決
定
せ
ず
ま
た
し
得
ず
」
と
、
政
治
家
に
と
っ

て
は
耳
の
痛
い
実
情
を
指
摘
し
た
。
す
る
と
木
村
長
官
は
憮
然
た
る

面
持
ち
で
、「
日
米
関
係
を
一
握
り
の
専
門
家
に
委
ね
る
の
は
由
々

し
き
こ
と
で
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
の
だ
そ
う
だ
。
こ

れ
に
対
し
て
千
葉
課
長
は
、「
し
か
し
現
実
は
現
実
な
り
」
と
言
葉

を
返
し
な
が
ら
も
、
官
房
長
官
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
、
今
か
ら
見

る
と
、
ま
こ
と
に
的
確
な
進
言
を
行
っ
た
。

　
「
米
大
統
領
が
日
本
に
つ
き
関
心
を
も
つ
唯
一
最
善
の
機
会
は
総
理

の
訪
米
に
て
、
総
理
が
し
っ
か
り
肚
を
決
め
、
そ
れ
に
基
き
日
本

側
が
米
側
専
門
家
を
納
得
せ
し
め
得
れ
ば
、
成
果
は
必
ず
上
る
べ

し
」（
米
北
長
「
沖
縄
基
地
問
題
研
究
会
傍
聴
記
」
一
九
六
八
年
五

月
二
五
日
）。

　

こ
の
よ
う
に
基
地
研
で
は
、
外
務
省
と
首
相
官
邸
と
の
間
で
率
直

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
お
り
、
他
の
参
加
者
の
発
言
も
活
発
だ
。

た
と
え
ば
、
基
地
研
の
衞
藤
瀋
吉
東
京
大
学
教
授
た
ち
は
、「
政
府

は
余
り
に
も
米
国
の
意
思
を
忖そ

ん
た
く度

し
す
ぎ
て
い
る
」
と
批
判
し
た
。
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ま
た
末
次
一
郎
は
、「
沖
縄
の
選
挙
対
策
と
し
て
日
本
政
府
は
対
米

交
渉
上
『
基
地
本
土
並
』
で
の
ぞ
む
と
の
態
度
を
早
く
打
出
さ
な

い
と
現
地
の
保
守
党
側
が
困
る
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
は
賛
否
両

論
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
第
四
回
の
会
合
以
降
、
基
地
研
に
は
、
外
務
省
北
米
局
（
六

月
か
ら
ア
メ
リ
カ
局
に
名
称
変
更
）
か
ら
東
郷
文
彦
局
長
、
大
河

原
良
雄
参
事
官
、
佐
藤
行
雄
事
務
官
ら
が
交
代
で
参
加
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
総
理
府
の
山
野
幸
吉
特
連
局
長
や
、
南
方
同
胞
援
護

会
の
吉
田
嗣
延
も
参
加
し
た
。

　

こ
う
し
た
議
論
の
蓄
積
の
う
え
で
、
久
住
忠
男
ら
基
地
研
は
翌

六
八
年
三
月
八
日
に
、「
沖
繩
基
地
問
題
研
究
会
・
報
告
」
を
佐
藤

首
相
に
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
報
告
で
は
沖
縄
の
基
地
に
つ
い
て
、

「
返
還
前
に
可
能
な
限
り
そ
の
整
理
・
統
合
を
進
め
る
こ
と
が
の
ぞ

ま
し
い
」と
述
べ
た
う
え
で
、「
沖
繩
に
核
を
置
か
な
い
こ
と
こ
そ
が
、

日
本
だ
け
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
利
益
で
も
あ
る
」
と
、
沖
縄
か

ら
の
核
兵
器
の
撤
去
を
提
言
し
た
。

　

二
日
後
の
三
月
一
〇
日
、
佐
藤
首
相
は
非
核
三
原
則
に
基
づ
い
て

沖
縄
返
還
交
渉
を
進
め
る
と
国
会
で
表
明
し
、
こ
の
年
、
沖
縄
か
ら

の
核
兵
器
の
撤
去
が
政
府
の
交
渉
方
針
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

大
量
の
戦
術
核
兵
器
の
存
在

　

核
兵
器
の
撤
去
の
方
針
化
は
、
そ
の
後
の
対
米
交
渉
を
難
し
く
し

た
。
外
務
省
が
二
〇
一
八
年
一
二
月
に
公
開
し
た
「
日
米
関
係
（
沖

縄
返
還
）
３
」（
２
０
１
８–

０
８
４
３
）
の
フ
ァ
イ
ル
に
は
、
一
九
六
九

年
六
月
に
国
務
省
が
外
務
省
に
渡
し
た“ST

A
T

EM
EN

T
 O

F 
PU

RPO
SE O

F N
U

CLEA
R W

EA
PO

N
S ”

（「
核
兵
器
の
目
的
」）

と
い
う
文
書
が
、
東
郷
文
彦
局
長
の
仮
訳
と
と
も
に
所
収
さ
れ
て
い

る
。

　

同
月
、
愛
知
揆
一
外
相
は
ア
メ
リ
カ
と
の
閣
僚
級
交
渉
の
場
で
、

沖
縄
か
ら
の
核
兵
器
の
撤
去
を
求
め
た
が
、
ア
メ
リ
カ
側
は
核
兵
器

の
存
置
を
主
張
し
た
。
文
書
は
そ
の
際
に
沖
縄
を
含
む
西
太
平
洋
地

域
に
核
兵
器
を
維
持
す
る
目
的
を
説
明
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
目
を
引
く
の
は
、
戦
術
核
兵
器
の
重
要
性
を
次
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
点
で
あ
る
。「
陸
上
、
戦
術
空
軍
及
び
海
軍
に
よ

1969 年11月、沖縄の「核抜き・本土
並み」返還を決めた会談を終え、共同
声明を発表する佐藤栄作首相（左）と
ニクソン米大統領（時事通信フォト）
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り
即
時
使
用
可
能
な
多
様
な
戦
術
核
兵
器
を
相
当
量
維
持
し
、
事
態

に
応
じ
如
何
な
る
程
度
に
も
使
用
し
得
る
こ
と
と
す
る
必
要
が
あ

る
」。

　

当
時
日
本
で
は
、
旧
式
の
メ
ー
ス
Ｂ
ミ
サ
イ
ル
の
撤
去
の
可
能
性

に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
文
書
か
ら
は
む
し
ろ

ア
メ
リ
カ
が
、
戦
場
で
使
用
す
る
戦
術
核
兵
器
を
大
量
に
貯
蔵
す
る

拠
点
と
し
て
、
沖
縄
の
役
割
を
強
調
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
二
〇
一
九
年
に
公
開
さ
れ
た
外
交
文
書
に
は
、
元
国
防
総
省

高
官
の
ハ
ル
ペ
リ
ン
が
、
沖
縄
返
還
が
合
意
さ
れ
た
後
の
一
九
六
九

年
一
二
月
九
日
に
在
米
大
使
館
の
吉
野
文
六
公
使
に
対
し
、
沖
縄

か
ら
の
撤
去
が
決
ま
っ
た
核
兵
器
の
問
題
に
つ
い
て
ふ
り
返
っ
た

文
書
が
含
ま
れ
て
い
た
（
フ
ァ
イ
ル
名
「
日
米
関
係
（
沖
縄
返
還

／
１
９
６
９
年
佐
藤
・
ニ
ク
ソ
ン
、
佐
藤
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
会
談
）」

２
０
１
９–

１
２
１
５
）。

　

文
書
に
は
、
い
っ
た
ん
保
有
し
た
核
兵
器
を
な
か
な
か
手
放
し
た

が
ら
な
い
、
軍
部
当
局
の
本
音
を
ハ
ル
ペ
リ
ン
が
説
明
し
た
く
だ
り

が
あ
っ
て
興
味
深
い
。ハ
ル
ペ
リ
ン
は
、「
今
だ
か
ら
こ
そ
語
れ
る
が
、

オ
キ
ナ
ワ
の
核
問
題
に
つ
い
て
は
そ
の
存
置
の
是
非
を
め
ぐ
り
過
去

三
年
間
は
げ
し
い
論
争
が
続
け
ら
れ
て
い
た
」
と
内
話
し
、
沖
縄
に

核
を
お
く
必
要
な
し
と
す
る
マ
ク
ナ
マ
ラ
国
防
長
官
の
立
場
に
対
し

て
、「
軍
は
常
に
反
対
し
て
き
た
」
と
説
明
し
た
。

　

そ
し
て
ハ
ル
ペ
リ
ン
は
、「
一
旦
核
を
方
々
に
配
置
し
て
し
ま
う

と
、
こ
れ
を
撤
収
す
る
こ
と
に
は
軍
は
極
め
て
Ｒ
Ｅ
Ｌ
Ｕ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｎ

Ｔ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
た
と
え
最
新
の
核
兵

器
で
な
く
な
り
、
そ
の
使
用
は
極
め
て
慎
重
な
も
の
と
す
べ
き
と
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
あ
と
も
、
米
軍
当
局
が
一
旦
保
有
し
た
核
兵
器

の
存
置
に
こ
だ
わ
り
つ
づ
け
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。

交
渉
方
針
が
一
致
し
た
こ
と
の
意
義

　

沖
縄
か
ら
の
核
兵
器
の
撤
去
を
め
ぐ
っ
て
は
、
佐
藤
栄
作
首
相
が

核
兵
器
を
再
び
沖
縄
に
持
ち
込
む
こ
と
を
保
証
し
た
非
公
表
の
文
書

を
作
成
す
る
な
ど
、
代
償
は
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
私
は
国
内

で
の
長
い
議
論
を
経
て
、「
核
抜
き
」
の
方
針
で
首
相
官
邸
と
外
務

省
と
の
足
並
み
が
そ
ろ
っ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
か
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
か
つ
て
の
長
崎
と
広
島
へ
の
核
兵
器
の
投
下
や
、
平
和
国
家

を
標
語
と
し
た
戦
後
日
本
の
歩
み
か
ら
見
て
も
、
沖
縄
の
核
兵
器
の

存
置
を
政
府
が
交
渉
方
針
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
、
国
家
の
理
性
を

脅
か
す
政
策
だ
っ
た
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

首
相
官
邸
・
外
務
省
・
民
間
の
多
彩
な
専
門
家
に
よ
る
議
論
の
空

間
が
、
核
兵
器
を
め
ぐ
る
国
内
の
論
議
を
つ
な
ぎ
と
め
る
役
割
を
果

た
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
首
相
の
高
度
な
政
治
判
断
の
土
壌
を

作
っ
た
存
在
と
し
て
、
基
地
研
の
存
在
が
再
評
価
さ
れ
て
よ
い
。
●




